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本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た

「
思
春
期
・
若
者
を
知
る
た

め
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
企
画
は
、
昨
年
本
願
寺
に

新
設
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
若

者
ご
縁
づ
く
り
推
進
室
」
が

取
り
組
む
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。
た
ま
た
ま
の
ご
縁
で
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
お
誘
い

を
受
け
、
組
織
の
難
し
さ
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
も
、
遠

慮
な
く
意
見
を
言
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

「
大
人
は
子
ど
も
や
若
者

に
対
し
て
何
が
出
来
る
の

か
？
」
と
い
う
以
前
に
、
ほ
っ

て
お
く
と
す
ぐ
に
偉
く
な
っ

て
し
ま
う
自
分
自
身
の
在
り

方
が
問
わ
れ
る
内
容
で
し

た
。
そ
れ
を
端
的
に
あ
ら
わ

し
て
い
る
文
章
を
紹
介
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
周

り
の
人
と
違
っ
た
性
格
や
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
『
大
多
数
』
『
標
準
』
だ

と
思
え
る
方
に
自
分
を
合
わ

せ
、
所
属
さ
せ
て
、
自
分
は

『
普
通
な
ん
だ
』
と
自
ら
の

居
場
所
を
作
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

周
り
と
違
う
こ
と
、
周
り
に

無
理
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
悩

み
、
痛
み
を
誰
に
も
認
め
ら

れ
ず
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
若
者
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
思
春
期
の
悩
み
、
苦
し

み
の
一
因
が
、
『
普
通
は
こ

う
で
あ
る
』
と
い
う
多
数
派

の
決
め
つ
け
に
あ
る
な
ら
、

浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
生
き

る
私
た
ち
が
、
全
て
の
人
の

幸
せ
を
願
う
本
来
の
あ
り
方

と
は
裏
腹
に
、
苦
し
め
る
側

に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
反
省
が
、
こ
の
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
と
し
て
の

取
り
組
み
の
背
景
の
ひ
と
つ

で
す
。
」

　

旧
体
制
の
組
織
と
し
て
は

と
て
も
切
り
込
ん
だ
内
容
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
継
続
に

は
様
々
な
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
期
待
せ
ず
に
は
お

れ
ま
せ
ん
。
善
巧
寺
へ
還
元

出
来
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し

ま
す
。

雪
山
俊
隆

　
　
　
　

七　

月

一
　
日　

音
澤
お
講

五
　
日　

清
掃
奉
仕

永
代
祠
堂
会

　
一
五
日
　
　
九
時　

準
備

　
一
六
日
　
十
一
時
　
お
講

　
　
　
　
午
後
一
時
　
法
要

　
一
七
日
午
後
一
時
　
法
要

　
一
八
日
午
後
一
時
　
法
要

　
一
九
日
午
前
十
時
　
法
要

　
　
　
　
午
後
一
時
　
法
要

　
講
師
…
那
須
野
浄
英
師

　
　
　
　
滋
賀
・
弘
誓
寺
住
職

三
十
日　

黒
西
組

　
　
　
　
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

　
　
　
　
会
場
…
称
名
寺
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寺
ごよみ

永
代
祠
堂
会

七
月
十
六
～
十
九
日

　   

故
人
を
偲
び
お
参
り
し
ま
し
ょ
う

－　1　－

こども盆踊りは 8月 15 日
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総
代
会

　

五
月
十
七
日

　

門
徒
会
館
二
階
に
て
、

二
十
八
名
の
参
加
者
で
有
馬

文
義
議
長
の
も
と
、
総
代
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
に
新
総
代
へ
委
嘱
書
が

授
与
さ
れ
、
そ
の
後
会
議

が
進
行
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

の
報
告
で
は
、
縮

小
財
政
に
よ
り
計

画
し
て
い
た
営
繕

修
理
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
予
算
案

で
も
引
き
続
き
縮

小
財
政
に
合
わ
せ

た
計
画
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
寺

費
の
値
上
げ
を
検

討
せ
ざ
る
得
な
い

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他

の

事

項

と

し

て
、

富
山
別
院
の
大
法

要
に
あ
た
っ
て
ご

懇
志
の
依
頼
が
き

て
お
り
、
寺
費
に

上
乗
せ
し
て
お
願
い
す
る

か
、
善
巧
寺
の
大
遠
忌
法
要

の
残
金
か
ら
支
出
す
る
か
が

討
論
さ
れ
、
結
果
、
大
遠
忌

法
要
の
残
金
か
ら
支
出
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

総
務
部

　

部
長　
　

中
坂　

岩
雄

　

副
部
長　

嶋
田　

藤
一

　
　
　
　
　

栃
澤　

光
雄

教
化
部

　

部
長　
　

鬼
原　

猛

　

副
部
長　

福
澤　

弘

　
　
　
　
　

中
村　

和
夫

営
繕
部

　

部
長　
　

澤
田　

正

　

副
部
長　

船
屋　

幸
弘

　
　
　
　
　

久
田　

智
登
司

　

監
査　
　

佐
々
木　

護

　
　
　
　
　

森
岡　

栄
一

新
総
代

　

上
坂　

實　
　

（
浦
山
）

　

大
藪　

武
利　

（
下
村
）

　

大
藪　

茂
博　

（
下
村
）

　

西
中　

武
之　

（
大
橋
）

　

丸
田　

久
夫　

（
中
陣
）

　

山
根　

義
治　

（
出
）

※
上
坂
實
さ
ん
は
総
代
会
後

に
決
ま
り
ま
し
た
。

－　2　－

行
信
講
座

正
信
偈
に
学
ぶ

　

四
月
一
日

　

善
巧
寺
と
ゆ
か
り
の
深
い

宗
門
校
「
行
信
教
校
」
の
卒

業
生
が
中
心
と
な
る
専
精
会

富
山
支
部
が
主
催
す
る
行
信

講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。
天

岸
浄
圓
師
を
ご
講
師
に
迎

え
、
「
正
信
念
仏
偈
」
が
成

立
さ
れ
る
背
景
を
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
予
想
以
上

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

第
一
回
を
順
調
な
滑
り
出
し

で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
次
回
は
十
一
月
四
日
で

す
。
本
質
に
触
れ
る
機
会
へ

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
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花
ま
つ
り

　

四
月
十
九
日

　

前
日
の
花
つ
み
と
花
飾
り

は
近
年
稀
に
み
る
天
候
に
恵

ま
れ
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
婦

人
会
、
総
代
会
の
皆
さ
ま
で

ス
ム
ー
ズ
に
準
備
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
朝
方
ま
で

は
境
内
で
縁
日
を
や
る
予
定

で
し
た
が
、
九
時
頃
か
ら
ポ

ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
っ
て
き
た

の
で
、
本
堂
の
中
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
堂
が

託
児
所
の
よ
う
に
な
り
、
子

供
た
ち
が
遊
び
ま
わ
る
様
子

は
と
て
も
和
み
ま
す
。
初
参

式
で
は
五
人
の
こ
ど
も
の
誕

生
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

－　3　－

門
徒
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

六
月
十
九
日

　

途
中
少
し
小
雨
が
降
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
快
適
な
気

温
で
み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
気
持
ち
よ
く
プ
レ
イ
さ

れ
ま
し
た
。
上
位
は
と
て
も

白
熱
し
て
お
り
、
優
勝
は
栃

沢
地
区
の
島
田
靖
浩
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。
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天
井
画
観
覧

　　

お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
日
に

合
わ
せ
て
四
月
八
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
観
覧
期
間
は
、

五
百
名
以
上
の
方
が
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
期
間
中
、

釈
迦
如
来
像
に
甘
茶
を
か
け

る
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
は
法
輪
寺
・

照
行
寺
の
若
坊
守
と
ご
門
徒

の
本
波
さ
ん
と
野
崎
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
案

内
や
甘
茶
の
ふ
る
ま
い
な
ど

の
お
も
て
な
し
が
充
実
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
お
寺
や

地
域
の
団
体
、
小
学
生
の
学

習
授
業
な
ど
、
諸
団
体
の
予

約
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

六
月
一
日
は
、
仏
舎
利
塔

へ
参
拝
し
、
発
願
寺
住
職
よ

り
丁
寧
に
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
ご
本
尊

釈
迦
如
来
の
そ
ば
に
、
親
鸞

聖
人
が
九
才
で
得
度
さ
れ
た

頃
の
像
が
あ
り
ま
す
。
得
度

地
「
青
蓮
院
」
に
あ
る
像
と

同
型
で
、
創
建
時
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
い

ろ
い
ろ
と
再
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

－　4　－

お
寺
巡
り

　　

お
講
の
午
後
に
お
寺
巡
り

へ
出
掛
け
ま
し
た
。
五
月
一

日
は
、
ご
縁
の
深
い
荻
生
・

称
名
寺
様
へ
。
山
号
の
「
含

暉
山
」
は
、
善
巧
寺
の
僧
鎔

が
命
名
し
て
い
る
と
伝
わ

り
、
一
代
前
の
梵
鐘
に
は
僧

鎔
の
銘
文
が
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
、
鐘
楼
堂
の
改

築
や
納
骨
堂
の
新
築
を
は
じ

め
、
先
々
代
の
時
代
に
建
立

さ
れ
た
経
蔵
内
部
や
、
趣
の

あ
る
書
院
な
ど
、
参
加
者
一

同
興
味
深
く
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

富
山
教
区
仏
婦
連
盟

実
践
運
動
研
修
会

六
月
二
十
二
日

　

今
年
の
第
一
回
研
修
会
は

「
如
月
の
華
」
の
観
劇
会
と

な
り
ま
し
た
。
主
人
公
九
条

武
子
さ
ま
は
本
願
寺
二
十
一

世
明
如
上
人
の
ご
息
女
で

す
。
関
東
大
震
災
で
は
自
ら

被
災
さ
れ
な
が
ら
救
援
活
動

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

女
子
教
育
の
必
要
性
を
説
か

れ
て
京
都
女
子
大
学
の
前
身

京
都
女
子
専
門
学
校
を
設

立
。
そ
の
武
子
さ
ま
に
お
会

い
し
よ
う
と
会
場
に
は
八
百

人
近
く
が
詰
め
か
け
て
、
感

動
の
舞
台
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。
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－　5　－

お
寺
座
ラ
イ
ブ

　

六
月
十
三
日

　

九
回
目
と
な
る
お
寺
の
音

楽
会
は
、
三
組
の
ゲ
ス
ト
を

迎
え
、
県
内
外
よ
り
二
五
〇

名
ほ
ど
の
お
客
さ
ま
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
関
係
者
は

六
十
数
名
、
総
勢
三
百
名
以

上
の
参
加
者
に
よ
り
大
盛
況

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
境
内
で
は
、
宇

奈
月
温
泉
の
ご
協
力
で
足
湯

や
つ
べ
つ
べ
姉
妹
の
登
場
も

あ
り
、
と
て
も
賑
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
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－　6　－

永代祠堂会～バス運行時刻表～
　永代祠堂会に合わせてバスを運行します。ひとりでも多くの方にお参りしていただきたく是非ご
　利用ください。乗車される方はお寺か地区の総代さんまでご連絡ください。（善巧寺 65-0055）

　7 月 19 日（日）

　【宇奈月ルート】
　旧宇奈月小 8:40 →　音沢あいば食品 8:45 →　舟見山本ストア 8:55 →　旧愛本支所 9:00 →
　中ノ口ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停車場 9:03 →　橋場正一宅前 9:06 →　栗虫神社裏 9:10 →　愛本姫社 9:20 →
　旧下立小 9:25 →　善巧寺

　【入善ルート】
　板屋南保環境 8:40 →　東狐国道筋公民館 8:50 →　上野 1 区公民館 9:00 →　
　入善町寺崎自転車 9:10 →　浦山新公民館 9:20 →　下村公民館 9:30 →　善巧寺

　【黒部ルート】
　農協旧石田支所 8:50 →　生地コミセン 8:55 →　栃沢公民館 9:00 →　中新バス停 9:03 →
　市民会館 9:10 →　栃屋駅前 9:25 →　熊野消防屯所 9:30 →　善巧寺

お寺のパンフレットが出来ました。
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－　7　－

　
　
　
　

八　

月

一
　
日　

石
田･

生
地･

中
新

　
　
　
　
お
講

三
　
日　

バ
ル
ー
ン
教
室

一
〇
日　

バ
ル
ー
ン
教
室

一
五
日　

バ
ル
ー
ン
教
室

　
　
　
　

こ
ど
も
盆
踊
り

一
六
日　

お
盆
参
り

　
　
　
　

九　

月

四
　
日　

御
助
成(

発
願
寺)

七
　
日　

音
澤
報
恩
講

九
　
日　

音
澤
報
恩
講

一
〇
日　

音
澤
報
恩
講

一
一
日　

音
澤
報
恩
講

一
二
日　

音
澤
報
恩
講

一
四
日　

音
澤
報
恩
講

一
五
日　

音
澤
報
恩
講

一
七
日　

音
澤
報
恩
講

一
八
日　

音
澤
報
恩
講

　
　
　
　
花
の
会
築
地
参
拝

二
四
日　

音
澤
報
恩
講

二
八
日　

音
澤
報
恩
講

二
九
日　

栗
虫
報
恩
講

寺
ごよみ

寺
ごよみ

富
山
別
院
三
法
要

　
平
成
二
十
八
年

　
　
五
月
四
～
五
日

　

三
法
要
の
修
行
に
合
わ

せ
、
本
堂
修
復
、
内
陣
工

事
、
境
内
地
整
備
工
事

が
行
わ
れ
、
総
費
用
は

四
億
九
五
〇
〇
万
円
の
計

画
と
な
り
、
各
寺
院
へ
ご

懇
志
依
頼
が
届
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
懇
志
は
、
善

巧
寺
の
大
遠
忌
法
要
で
皆

様
か
ら
集
ま
っ
た
募
財
の

残
金
で
賄
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

本
願
寺

伝
灯
奉
告
法
要

　
平
成
二
十
八
年

　
　
十
月
一
日
～

　
平
成
二
十
九
年

　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

　

本
願
寺
の
ご
門
主
継
承

法
要
で
す
。
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四
月
か
ら
行
信
講
座
が
開

講
さ
れ
ま
し
た
。
住
職
、
副

住
職
と
も
に
学
ん
だ
行
信
教

校
の
卒
業
生
が
中
心
と
な

る
専
精
会
富
山
支
部
の
主
催

で
す
。
天
岸
浄
圓
先
生
よ
り

五
十
分
×
三
回
の
濃
厚
な
講

義
で
し
た
。
会
を
維
持
し
て

い
け
る
だ
け
の
参
加
者
を
募

れ
る
か
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と

五
十
人
ほ
ど
お
越
し
下
さ
い

ま
し
た
。
法
友
が
こ
れ
だ
け

お
ら
れ
る
こ
と
に
感
動
せ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

※　
　

※　
　

※

　

七
月
は
永
代
祠
堂
会
、
八

月
は
こ
ど
も
盆
踊
り
と
お
盆

参
り
。
上
記
の
と
お
り
子
ど

も
会
も
あ
り
ま
す
。
初
め
て

の
方
も
ご
遠
慮
な
く
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

合
　
　
　
掌

清
掃
奉
仕

　

七
月
五
日
午
前
八
時
半

こ
ど
も
盆
踊
り

　

八
月
十
五
日

　

子
供
た
ち
の
盆
踊
り
。
お

孫
さ
ん
や
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
回

は
、
本
堂
に
バ
ル
ー
ン
を
飾

り
つ
け
す
る
予
定
で
す
。

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

～
お
寺
の
子
ど
も
会
～

　

七
月
三
十
日
午
前
九
時

　

黒
西
組
主
催
の
子
ど
も
会

が
荻
生
・
称
名
寺
で
行
わ
れ

ま
す
。
お
寺
持
回
り
で
年
一

回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

お
盆
参
り

　

八
月
十
六
日

バ
ル
ー
ン
教
室

　

日
程
…
八
月
三
日
、
十
日
、
十
五
日

　

時
間
…
午
前
九
時

　

場
所
…
門
徒
会
館
二
階

　

対
象
…
小
学
生

　
　

※
保
育
園
児
は
保
護
者
同
伴

　

参
加
費
…
各
五
百
円

　

先
生
…
前
田
奈
々
さ
ん

　

花
ま
つ
り
で
お
馴
染
み
と
な
っ
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
お

姉
さ
ん
に
習
い
ま
す
。
最
終
回
で
作
っ
た
作
品
は
本
堂
に
展

示
す
る
予
定
で
す
。
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

永え

い

た

い

し

ど

う

え

代
祠
堂
会

　
　

ご
門
徒
の
方
々
の
ご
先
祖
を
ご
縁
に
つ
と
ま
る

　
　

法
要
で
す
。
各
家
庭
の
法
事
と
同
様
に
大
事
に

　
　

お
つ
と
め
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

七
月
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
十
一
時　

お
講

　
　
　
　
　

午
後
一
時　
　

仏
婦
物
故
者
追
悼
法
要

　
　
　

十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時　
　

総
代
物
故
者
追
悼
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
族
・
戦
没
者
法
要

　
　
　

十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時　
　

内
陣
法
名
法
要

　
　
　

十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時　
　

内
陣
法
名
法
要

　
　
　
　
　

午
後
一
時　
　

内
陣
法
名
法
要

　
　
　
　

講
師
…
那
須
野　

浄
英　

師

　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
・
弘
誓
寺
住
職

※
十
七
日
と
十
八
日
は
お
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼

　

食
を
済
ま
せ
て
お
参
り
下
さ
い
。

※
仏
婦
バ
ザ
ー
あ
り
ま
す
。

※
十
九
日
の
バ
ス
運
行
表
は
六
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。


